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A Study of Eischgoederen of a Duch VEssel which arrived in Nagasaki in 1837 
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は少なく、chitzen vergulde, chitzen Custなどである。
verguldeは「金をかぶせた」という意であり、「金さら








おり、sprijen of palemposen Sourats, sprijen Amadabatse 
Sourats, chitzen Amadabatse, chitzen Souratsなどが輸






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（5） Frieda Sorber, Vlaanderen-Nederland: Een wisselwerking in 
katoendruk. "Katoendruk in Nederland" Den Haag, 1989. 
p.43.　また、オランダ船が持ち渡ったヨーロッパ製の更紗は、
オランダ以外にイギリス・ドイツ・フランス等で生産された
可能性がある（Ebeltje Hartkamp-Jonxis, Sits en Katoendruk, 
handel en fabricage in Nederland. "Sits, Oost-West Relaties 
in Textiel" Den Haag, 1987. pp.36-38.）。
（6） 岩本裕『インド史』（修道社、昭和31年）156～159頁参照。
西村孝夫『インド木綿工業史』（未来社、昭和41年）136頁参
照。浅田實『東インド会社』（講談社、平成元年）200～201
頁参照。
（7） 前掲拙著『日蘭貿易の史的研究』110頁参照。
（8） 「九博本」13冊の内、表紙がある10冊には「芦塚」と記され
ている。これは、「切本帳」作成者の名前であり、これらの「切
本帳」が反物目利の芦塚家に伝わったものと考えられる。芦
塚家は長崎地役人として反物目利が始まった寛文11年（1671）
に任命されており、反物目利仲間の中でも由緒ある家柄であ
る。なお、九州国立博物館所蔵の「切本帳」13冊の調査にあ
たっては、同館企画課特別展室主任研究員の原田あゆみ氏に
お世話頂きました。記して謝意を表します。
（9） 『阿蘭陀更紗木版画全集』（集品堂、昭和5年）（鶴見大学所蔵）。
（10） 『阿蘭陀更紗木版画全集』にある各木版画のシートには寛政
時代、享和時代、文化時代、文政時代、天保時代と年代が記
されているが、現物との照合によって必ずしもその通りでは
ないことを付言しておく。
（11） 後掲するように（図23参照）、図11は文政12年にも輸入例を
確認できる。
（12） 東京国立博物館所蔵の「切本帳」については、小笠原小枝・
石田千尋「紅毛船・唐船・琉球産物　端物切本帳について」
（『MUSEUM』456、平成元年）参照。なお、今回、寄贈「更
紗裂」と照合をおこなった東京国立博物館所蔵の「切本帳」
は以下の19冊である。（図23では年号のみ記した）
○「享和二年　紅毛船持渡端物切本　全」
○「文化弐　丑歳紅毛船持渡端物切本」
○「文化十一　戌歳紅毛船持渡端物切本」
○「文化十一年　當戌歳紅毛持渡端物切本」
○「文政弐年　卯歳紅毛船持渡端物切本」
○「文政三年　辰紅毛持渡端物切本帳」
○「文政四年　巳紅毛船持渡反物切本帳」
○「文政五年　午紅毛船持渡反物切本帳」
○「文政六年　未紅毛船持渡端物切本帳」
○「文政七　申年紅毛船持渡反物切本帳」
○「文政九年　戌紅毛持渡反物切本帳　控」
○「〔文政九年　紅毛船持渡反物切本帳〕」
○「文政十二年　丑紅毛船持渡反物切本帳」
○「天保元年〔文政十三年〕　寅紅毛船」
○「天保弐年　卯紅毛持渡奥嶋更紗類切本」
○「天保三年　辰紅毛船持渡端物切本帳」
○「天保三年　辰紅毛船持渡端物切本帳」
○「嘉永七年　寅紅毛船持渡端物切本帳　控」
○「安政四年　巳紅毛船脇荷端物切本帳　控」
なお、東京国立博物館所蔵「切本帳」は、九州国立博物館所
蔵「切本帳」と同様、反物目利の芦塚家に伝わったものと考
えられる（前掲「紅毛船・唐船・琉球産物　端物切本帳につ
いて」5頁参照）。
［付記 1］
　本稿において紹介した「更紗裂」432枚を御寄贈頂いた「古裂ギャ
ラリーおおたに」の大谷美智子氏に御礼申し上げます。また、今
回の寄贈に関しては、福岡市美術館学芸員の岩永悦子氏に数々お
世話頂きました。併せて御礼申し上げます。
　本稿作成にあたっては、日本女子大学名誉教授の小笠原小枝先
生に御教示賜りました。また、史料整理には、鶴見大学実習助手
戸田さゆり氏に協力頂きました。記して謝意を表します。
［付記 2］
　本稿は、JSPS科研費26370803の助成を受けたものです。
